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１．岡崎市が考える“公⺠連携”



【公共はもちろん、民間事業者に市民も来訪者も…こんな課題、抱えていませんか？

市⺠

公共

⺠間

多様化するニーズへの対応
財政状況の悪化
公共施設の老朽化

公共サービスの満足度低下
生きづらさ・暮らしにくさ

働き手不足、人口減少、少
子高齢化、その他ビジネス
を取り巻く環境の変化など
により新たな取組が必要。

少子高齢化
・人口減少

社会構造の
変化 来訪者

地域資源が未活用
本市が知られていない

（→どこに何があるの？）
魅力度や満足度が低い

公民連携とは



公⺠連携により課題解決に取り組むことで、
公⺠間に相乗効果が、市⺠や来訪者へ波及効果が！

公⺠連携で解決に取り組む
・対等な関係で

・互いを理解し強みを活かし
・役割や責任を明確に

・情報を公開し
・対話を促進する

市⺠

公共 ⺠間

来訪者

公共の強み
信頼性・継続性
公有財産(空間)
ノウハウの活用
規制緩和の実施

⺠間の強み
スピード感
実行力

独自のアイデアや
技術

商品・資本

公民連携とは



公⺠連携により課題解決に取り組むことで、
公⺠間に相乗効果が、市⺠や来訪者へ波及効果が！

公⺠連携で解決に取り組む
・対等な関係で

・互いを理解し強みを活かし
・役割や責任を明確に

・情報を公開し
・対話を促進する

市⺠

公共 ⺠間

来訪者

公共の強み
信頼性・継続性
公有財産(空間)
ノウハウの活用
規制緩和の実施

⺠間の強み
スピード感
実行力

独自のアイデアや
技術

商品・資本

公民連携とは

相乗効果がうまれ、

波及効果をうみだす



抱えている課題をひとつひとつ解決し、好転へ！

市⺠

公共

⺠間 来訪者

公共サービスの質量の向上
歳出の抑制・歳入の確保
による財政構造の維持

市⺠サービスの満⾜度↑
暮らしやすさ・生きやすさ
良好な雇用環境・所得up
シビックプライドの醸成

地域の活性化による好影響
新たなビジネスモデルの構築

社会貢献の実現
雇用安定・知名度アップ

関係人口の増加
来訪者の増加＆

来訪時の消費額の増加

地域経済の
活性化

まちの
価値の
向上

公民連携とは



公民連携とは

これまでの
「公」の
フィールド

これまでの
「⺠」の

フィールド

これからの「公⺠」のフィールド

歳出の削減

公共サービスの質の向上

歳入の増を創出



⽬指すべき公⺠連携

単に歳出を削減し公共サー

ビスの質と量を維持するだ

けでなく、

質の向上と歳入増を創

出するもの。

〇パブリックマインドを持つ⺠
間事業者との連携

〇市場性の開拓

〇規制緩和や関係住⺠との交渉

岡崎市の目指すべき公民連携



２．岡崎市SDGs公⺠連携プラットフォーム



▶岡崎市SDGs公民連携
プラットフォーム設立総会

岡崎市SDGs公民連携プラットフォームとは



交流
普及啓発
人材育成

情報発信
官民対話

岡崎市SDGs公民連携プラットフォームの機能

機能① 機能② 機能③

プラットフォームにご
参加いただける事業
者に対して具体的
な案件形成が志向
できるように、プログ
ラムを介して人材育
成を促進。

本日のセミナー

コアメンバーの意見聴取
⺠間事業者との対話を
通して、市場性の有無や
事業アイデアの掘り下げ
を行う。
それにより、公⺠連携によ
る事業化に向けたステッ
プへと進捗。

参加事業者同士の
交流機会を提供、
とりわけ地元企業の
異業種間のネット
ワークを構築

名刺交換会



地域課題、生活ニーズに対応したビジネスを模索する対話の場として、金融機関や岡崎市、
事業者等によるプラットフォームを形成しております。

＜プラットフォームのスキームイメージ＞

プラットフォーム

事業者間の交流

【コアメンバー】

岡崎市

意
見
交
換

金融機関 機能②

事業者

機能①

機能②

⺠間提案募集制度

⺠間事業者等が公⺠連携を⽬的に提案し、事業を実施できる制度

PFでサウンディングした結果のうえ、
「出口戦略」の一つとして制度を整備

⺠間提案募集制度の促進に向けて
必要な取組があれば企画・実施 課題抽出

機能③

地域課題、生活ニーズに対応したビジネスを模索する対話の受け皿

市の課題・ニーズを
基にした案件情報
を発意

公⺠連携ビジネス
への参画意欲のあ
る事業者を紹介

勉強会等や案件情報、サウン
ディング、会員間の交流を通じ
て、案件参画意欲を醸成

①コアメンバー会議

テーマ別会議WG

案件に関する
情報発信

サウンディング

勉強会等

機能②

②テーマ別会議

テーマ別会議

岡崎市SDGs公民連携プラットフォームとは
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０１行政独特のルール・プロセスへの理解

• 行政には地方自治法上の制約(単年度予算主

義等)や庁内・議会・市民との合意形成等の一

定のプロセスがあり、皆様のスケジュール感や

事業の進め方とは異なる点が多々あります。

• この点を知っておいていただけるとスムーズ

に事業を進めることができます。

０２ 行政にアドバイス・アピールを

• 行政は皆さんの意見を取り入れたいという思いが

ある一方で、官民対話のやり方が分からず、行動

に移せない自治体もあります。

• ぜひ、行政の行動を待たずにアドバイス・アピール

をしていただけると助かります。（人見知りですが、

一度壁を破ると…な場合が多いです。）

０３ 忖度不要、率直な意見を

• できないものは「できない」、現実と乖離した

行政の考えには「ＮＯ」と言ってください。

• だけど過剰なリスクヘッジは・・・。

本当のところを知り、改善策を議論し、官民双

方にとってベストなプロジェクトを創り上げた

いのです。

０４ 金融機関だからこそできるサポートを

• プラットフォームも有効ですが、行政が動ける

ことには限界があります。

• 金融機関ならではの地域企業に関する情報力

を生かしたコーディネート（ネットワーク構築、

コンソーシアム組成、官民間の橋渡し）、ファイ

ナンスアドバイスをお願いします。

対話のポイント



３．⺠間提案募集制度



地域課題、生活ニーズに対応したビジネスを模索する対話の場として、金融機関や岡崎市、
事業者等によるプラットフォームを形成しております。

＜プラットフォームのスキームイメージ＞

プラットフォーム

事業者間の交流

【コアメンバー】

岡崎市

意
見
交
換

金融機関 機能②

事業者

機能①

機能②

⺠間提案募集制度

⺠間事業者等が公⺠連携を⽬的に提案し、事業を実施できる制度

PFでサウンディングした結果のうえ、
「出口戦略」の一つとして制度を整備

⺠間提案募集制度の促進に向けて
必要な取組があれば企画・実施 課題抽出

機能③

地域課題、生活ニーズに対応したビジネスを模索する対話の受け皿

市の課題・ニーズを
基にした案件情報
を発意

公⺠連携ビジネス
への参画意欲のあ
る事業者を紹介

勉強会等や案件情報、サウン
ディング、会員間の交流を通じ
て、案件参画意欲を醸成

①コアメンバー会議

テーマ別会議WG

案件に関する
情報発信

サウンディング

勉強会等

機能②

②テーマ別会議

テーマ別会議



⺠間提案募集制度は、①提案募集、②事前相談、③提案受付、④審査・採否決定、
⑤詳細協議、⑥協定・契約締結の流れを経て、⺠間事業者等の事業実施となります

⺠間提案募集制度の概要

⺠間提案募集制度の⼿続きの流れ

民間提案募集制度とは



⺠間提案募集制度は、①提案募集、②事前相談、③提案受付、④審査・採否決定、
⑤詳細協議、⑥協定・契約締結の流れを経て、⺠間事業者等の事業実施となります

⺠間提案募集制度の概要

⺠間提案募集制度の⼿続きの流れ

『フリー型』民間提案募集制度

フリー型提案も、随時受付中！

行政職員にはない発想で、行政課題や地域
課題解決のアイデアを頂けると幸いです！

自社の事業やサービスが、



４．実績紹介



令和５年度の取組実績の概要

テーマ

実施目的

ふくし相談課 ゼロカーボンシティ推進課

高齢者等に対する身元保証・生活支援・
死後事務などに関するサービス提供体制の確立

（終活応援事業）

市内事業者・住⺠による
太陽光パネル等の設置促進

上記サービスを一括で提供できる
公⺠連携によるスキームを検討

市内の脱炭素化、資本の域内循環、市内事業
者のノウハウの蓄積を目的とする「認定制度」に

よる補助スキームを検討

プラット
フォーム

 検討スキームにおいて、事業者によるグ
ループ組成の可否・条件確認

 公募への懸念点等のヒアリング

 認定団体として参入するにあたり、課
題及びメリットの確認

 事業者・住人の設備導入の動機確認

19

公園緑地課

東公園売店募集

売店を利⽤した、市⺠が楽しめる公園づくり

 公募要件緩和の可否や、採点配分に
ついての意見確認

結果

公募期間を⻑期に設定
５グループの応募を受け、全採択
令和６年度中にサービス提供開始予定

ヒアリング結果をもとに、
認定制度の基準調整中

公募条件を緩和
２件の応募を受け、１件採択
令和６年３月に営業開始。

令和５年度の取組



実績の概要

テーマ

社会教育課 多様性社会推進課

重要文化財旧額田郡公会堂及
物産陳列所の活用

女性へ柔軟な働き方（テレワーク等）の
継続的な支援

20

行政経営課・観光推進課

桑谷キャンプ場の利活用

修復工事に１０年以上かかる国の重要文化財
の活用可能性を調査

女性が働きやすい環境づくりの１要素として、
テレワークの可能性を検討

 修復工事後の公会堂の活用方法及
び課題確認

 重要文化財の学術的・商用的価値観
の共有

 コアメンバーからの意見をもとに、事業の
方向性を再検討

再び魅⼒ある施設とするための公⺠連携の可能
性を検討

 担当者とともに現地確認
 活用可能性についてヒアリング
 活用に際しての課題確認

結果 修復工事の検討材料として活用
再検討スキームにて公募
２件の応募を受け、２件採択

３件公募参加意向あり
公募に向けて調整中

実施目的

プラット
フォーム

令和５年度の取組



実績の概要

テーマ

こども育成課 まちづくり推進課

事業者向け「男性の家事・育児参画セミナー」の
内容充実と参加率向上

サイクルシェア事業について

21

動物総合センター

東公園動物園コラボで応援！

事業者向けセミナーの集客につながる魅力ある
セミナーの実施及び周知活動方法の検討

中心市街地の回遊性向上を図るため、サイクル
シェア事業の有効活用について検討

 魅力あるセミナーを一緒にすることにより
事業者のニーズに沿ったものができる
可能性が高いことを検討

 ステーション設置について、⺠間事業者
との意見交換を実施し、可能性につい
て検討

動物園の持続的な運営の為、
応援グッズ等の販売を検討

 担当者とともに現地確認
 販売方法やプロジェクト推進等に
ついてヒアリング

結果
公募実施済み。1社応募、1社採択。
Ｒ７年２月に事業実施予定

事業者と個別調整中
11月より実証実験としてグッズ販売
（５事業者）
本格稼働に向けて現在公募調整中

実施目的

プラット
フォーム

令和６年度の取組



実績の概要

テーマ

行政経営課 土木管理課

敬信寮の利活用 残地の利活用

22

令和6年3月に閉寮となってしまった
敬信寮の建物の活用検討と維持管理

岡崎市が保有している残地について
⺠間活⽤の検討

 建物の大きさから1事業者で活用するこ
とはかなり難しい。複数の事業者で活
用できる形であれば可能ではないか。

 2月実施予定

結果 条件整理が必要であり現在対応中

実施目的

プラット
フォーム

令和６年度の取組



令和５年度 ふくし相談課

終活応援事業 提供サービス



令和６年度 動物総合センター

東公園動物園コラボで応援制度
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